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先週のマーケット動向（4 月 1 日～4 月 5 日） 

為替、株式           

  Open High Low Close Chg 

USD/KRW 1,344.0  1,356.0  1,342.5  1,352.8  +5.6 

JPY/KRW 8.8836  8.9614  8.8704  8.9435  +0.046 

KOSPI 2,766.24  2,769.87  2,705.31  2,714.21  ▲32.42 

(Source: SMBS, Bloomberg)       

先週のドル/ウォン相場は上昇。週初 1,344.0ウォンでオ

ープン後、前週末にパウエル FRB 議長が利下げを急がない

姿勢を示したことでドル買いが進んだ。翌 2 日もオープン

直後 1,356.0 ウォンまで上昇し、年初来高値を更新。しか

し、上昇一服後は当局による為替介入への警戒や輸出企業

の実需フローが重しとなり徐々に上値を切り下げる推移と

なった。4 日は米利下げ開始時期の後退懸念や週末の雇用

統計を控えた警戒感から再び底堅い推移。5 日はイスラエ

ルとイランの間での緊張の高まりから、リスク回避的なド

ル買いが強まり、再び 1,350 ウォン台を回復。結局、前週

末比+5.6 ウォンの 1,352.8ウォンでクローズした。 

今週の見通し 

今週のドル/ウォンは1,350ウォン付近を中心に底堅い推

移の継続を予想。先週末の米3月雇用統計は堅調な内容

に。雇用は力強い伸びを見せるも、賃金の上昇ペースは緩

やかなものであり、市場の6月利下げ開始期待は後退。米

長期金利は4.4％付近まで上昇した。今週は10日に米CPIや

PPIなどの経済指標発表があり、インフレ動向を見極める

上で注視されよう。米利下げ開始時期の後退が意識される

内容となればドル/ウォンは再び年初来高値を更新して推

移する展開も。また、10日には韓国総選挙が予定される。

為替市場への影響は限定的と予想されるも動向には注意し

たい。 

 

予想レンジ 

USD/KRW JPY/KRW USD/JPY 

1335 ～ 1360 8.75  ～ 9.05  150.0  ～ 153.0  

 

 

 

* USD/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

* JPY/KRW chart (source: Bloomberg)  

 
 

今後の予定 

 

8日(月) 日 2月 国際収支 
10日(水) 米 3月 CPI 

米  FOMC議事録 
11日(木) 米 4月 失業保険新規申請者数 

米 3月 PPI 
欧  ECB 政策金利発表 
中 3月 PPI 
中 3月 CPI 

12日(金) 日 2月 鉱工業指数 確報値
米 4月 ミシガン大消費者マインド指数 速報値
韓 3月 失業率 
韓  BOK 政策金利発表 
中 3月 貿易収支 


